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維持継続 拡大 縮小 改善 休止 廃止 終了
事業統

合 計

010101 成田国際空港の完全化を実現する
空港地域振興
課

満足 適正 拡充 2 1 1 4 拡充

成田空港が利用者に愛され、利用され続ける
方策を検討するとともに、成田地域に空港利
用者を呼び込むことで市全体の活性化を図る
ために、地域と一体となった方策の更なる検
討が必要であるため拡充とする。

010102 成田に集まる交通ネットワークを確立する 企画政策課 満足 やや過大 継続実施 3 3 継続実施

北千葉道路、首都圏中央連絡自動車道などの
交通インフラ整備は、成田国際空港へのアク
セス機能の強化とともに、交通ネットワーク
の拡充につながることとなり、2020年の東京
五輪開催に向け、日本の空の表玄関となる本
市としては、継続して取り組むべき施策であ
る。

010103
世界とつながる交流・情報ネットワークを確
立する

広報課 満足 適正 拡充 1 1 1 1 4 拡充

インターネットの普及などの情報通信技術が発達
する中、市民だれもが必要な情報を容易に入手す
ることのできる基盤整備や仕組みづくりも求めら
れている。そこで、市民に身近で、親しみやすい
ホームページ作りをめざして市のホームページの
大幅リニューアルを図っていくこととする。

010201
市民のニーズに対応した適切な都市計画を推
進する

都市計画課 満足 適正 継続実施 5 1 6 継続実施

都市計画マスタープランの見直し、市街化調
整区域の土地利用方針及び地区計画運用基
準、非線引き都市計画区域における土地利用
方針等により、地区計画等の提案型都市計画
が活用され、さらに秩序ある良好な土地利用
を誘導していくため継続実施とする。

010202 にぎわいがあり、快適な市街地を整える 市街地整備課 やや過大 適正 継続実施 6 6 継続実施

国際空港を擁する都市としての機能強化を図
るため、駅前広場や表参道地区の整備、都市
的未利用地の不動ヶ岡地区の整備を計画的に
推進する必要がある。

010203 市内各地区を連携する幹線道路を整える 街路課 満足 やや過大 継続実施 7 1 8 継続実施
市民の交通利便性の向上のためにも今後も継
続的に実施していく必要があるため継続実施
とする。

010204
市民や来訪者が活動しやすいユニバーサルデ
ザインのまちにする

交通防犯課 満足 やや不足 継続実施 1 1 継続実施

道路、公園、庁舎及び学校など公共施設のバ
リアフリー化については、各事業で推進して
いるところであり、継続的な取組が必要であ
る。
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010205 市民が誇れる美しい都市環境を整える 公園緑地課 満足 適正 拡充 4 1 5 拡充

子供からお年寄りまで幅広い年齢層のレクリ
エーション活動、文化活動など多様な活動拠
点となる都市公園について、新たなニーズに
対応していくため拡充とする。

020101 成田市特有の観光資源のさらなる活用を図る
観光プロモー
ション課

満足 適正 継続実施 4 1 1 1 7 継続実施

成田空港という成田市の観光資源を最大限に
活用するため、さくらの山観光物産館を運営
し、更なる観光客誘致を図るため継続実施と
する。

020102
楽しく回遊し滞在できる観光地づくりを推進
する

観光プロモー
ション課

満足 適正 継続実施 4 4 継続実施
観光客の回遊や滞在の促進等のため、その連
携強化や情報発信を継続して実施する必要が
あるため。

020103 もてなす心にあふれた観光地づくりに努める
観光プロモー
ション課

満足 適正 拡充 3 2 1 6 拡充

観光は本紙の重要な産業の一つであり、シ
ティセールスを通じて成田の魅力アップと効
果的案情報発信を継続的に行い、さらなる観
光客増を目指すため拡充とする。

020201 優良農地の保全と農業基盤の整備を図る 農政課 満足 やや過大 継続実施 8 2 10 継続実施

農産物の価格の低迷、国内他地域との産地間
競争の激化等、厳しい状況下において、農作
業の効率化や農地の整備・集積など生産性の
高い経営基盤の充実が必要であるため継続実
施とする。

020202
消費者ニーズに対応した生産流通体制を整え
る

農政課 満足 かなり不足 継続実施 8 8 継続実施

農産品に対する消費者ニーズの多様化や安全
安心指向に対応し、効率的な農業経営のも
と、消費者の視点からの生産流通体制を整え
る必要があり、ブランド農産物等について継
続した取組と安定した管理を図るため、継続
実施とする。

020203
担い手の育成と魅力ある農業づくりを推進す
る

農政課 満足 適正 継続実施 12 1 13 継続実施
農業従事者の減少及び高齢化が進展する中、
担い手の育成・確保を推進することは必要不
可欠であるため継続実施とする。

020204 林業、漁業、畜産業を振興する 農政課 やや不足 適正 継続実施 3 3 継続実施
林業・漁業・畜産業の振興のためには各種支
援の継続実施が必要である。
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020301
事業者の取組み支援と環境整備により商工業
を活性化させる

商工課 満足 適正 継続実施 10 10 継続実施
雇用の安定や商工業の活性化を図るために
も、地域経済の基幹である中小企業を支援す
る事業等を継続実施する。

020302 新たな産業を育成する 企画政策課 満足 やや不足 継続実施 1 1 2 継続実施

今後も、現行の企業誘致施策を継続していく
とともに、医学部の設置に伴う医療産業の集
積や民間によるＭＩＣＥの設置促進など、各
施策について、引き続き検討を行っていく必
要性がある。

020303
市民が快適に働くことのできる労働環境を整
える

商工課 やや不足 やや不足 継続実施 8 1 1 10 継続実施
雇用情勢は改善が図られつつあるが、厳しい
面も見られることから事業を継続して実施す
る必要がある。

030101 高齢者の生きがいを育む 高齢者福祉課 満足 適正 継続実施 5 1 6 継続実施

高齢者が生き生きと暮らせるよう、また、市
民相互の交流が促進するよう、社会参加の推
進など生きがい施策の改善を図りながら、引
き続き実施していく必要がある。

030102
一人ひとりのニーズに対応した介護体制を整
える

高齢者福祉課 やや不足 やや不足 継続実施 8 2 10 継続実施

要支援・要介護の認定者が増加している状況であ
るため、継続して施策を実施する必要がある。ま
た、介護保険制度の改正により、要支援認定者の
予防給付事業（通所介護・訪問介護）が、保険給
付から地域支援事業（新しい総合事業）に移行す
るため、要支援認定者に対して市独自の介護予防
事業を展開していく必要がある。

030103
自立した生活を支援する障がい者福祉を整え
る

障がい者福祉
課

満足 適正 改善 14 1 15 改善

障害者手帳を取得する方の数は増加傾向にあ
り、毎年度10%以上の高い増加率を示すとと
もに、自己選択に基づく地域生活を実現する
ための福祉サービスに対しては大きな需要が
あることから、必要な現金給付は維持しなが
らも、基本的には現金給付からサービス給付
への転換を進める必要がある。

030201 子育て環境をつくる 保育課 満足 適正 拡充 17 3 1 2 2 25 拡充

保育園の大規模改修に合わせた定員数の増、
また、待機児童対策により第2第3児童ホーム
の整備の実施、さらに、民間を活用しての地
域型保育事業や認定こども園等の取組（子ど
も・子育て支援新制度関連）を行うことで、
子育て支援施策の充実を図る。

030202 ひとり親家庭の福祉を充実させる 子育て支援課 満足 適正 継続実施 5 5 継続実施

ひとり親家庭等の世帯数や児童数の増加は今
後も継続していくと思われる。各事業共に数
字の動向等精査しながら、引き続き実施して
いく。
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030301
多様なニーズに応える地域福祉体制の充実を
図る

社会福祉課 満足 適正 継続実施 7 1 2 10 継続実施

保健福祉館・地域福祉センター等の福祉活動
の拠点施設の有効活用・適正管理を図りつ
つ、地域福祉体制の充実を図るため、社会福
祉協議会や福祉サービスを必要とする市民へ
の支援を継続していく必要がある。

030302 社会保障制度の周知と活用を推進する 介護保険課 満足 適正 継続実施 2 2 継続実施

法定受託事務である国民年金制度について
は、団塊の世代が受給年齢を迎えることか
ら、継続してその周知に努める必要がある。
法に義務付けられている介護保険制度につい
ても、高齢化の進展とともに、要介護認定者
数の増加が見込まれることから、周知につい
て充実に努める必要がある。よって、社会保
障制度の周知と活用は引き続き実施する必要
がある。

030303 低所得者福祉を推進する 社会福祉課 やや過大 やや過大 継続実施 5 1 1 7 継続実施

法定受託事務であるため、継続して実施する
必要がある。また、被保護者に占める失業者
等のその他世帯の割合が増加していることか
らも、就労支援策をより強化していくことが
重要であると考えられる。

030401
子どもから高齢者までみんなの健康づくりを
支援する

健康増進課 満足 適正 継続実施 12 1 13 継続実施

健診の受診を促す通知、案内の徹底等によ
り、市民の健康を増進させることを図りつ
つ、健康福祉の充実を目指し、各事業を継続
実施していく。

030402 医療サービスや救急医療体制を充実させる 健康増進課 満足 適正 拡充 11 1 12 拡充

全ての市民が良質の医療サービスを受けられ
る医療体制の充実や、救急医療体制の強化を
図る必要がある。また、高齢化の促進が問題
となる25年問題に対応するための、在宅医
療・介護連携推進事業の構築に取り組んでい
く必要があるため、方向性として拡充とす
る。

040101
国際理解教育・国際交流を通して世界的視野
を育む

教育指導課 満足 適正 継続実施 5 5 継続実施

国際空港を擁する本市の地域性を十分に生か
していくためには、国際理解教育や国際交流
を通しながら、英語教育や国際交流の機会を
提供する事業を継続的に実施していく必要が
ある。継続実施とする。

040102
成田の歴史文化を通して成田の個性や伝統を
学ぶ

生涯学習課 満足 適正 継続実施 7 1 8 継続実施

文化財や地域文化を継承し、市域に関する歴
史的資料の収集や保存を行うことは、成田の
個性や伝統を学ぶために有効であり、継続的
に実施する必要がある。
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040201
学校・家庭・地域が一体となった教育体制を
つくる

生涯学習課 満足 適正 継続実施 6 1 1 1 1 10 継続実施

学校・家庭・地域が一体となって、様々な体
験交流活動等を機会を提供するとともに、地
域の教育力を向上させることは、青少年の健
全育成に引き続き不可欠である。

040202 成田の未来をつくる義務教育を推進する 教育総務課 満足 やや過大 拡充 54 10 2 1 1 1 69 拡充

ICT教育推進のためのタブレット端末やデジ
タル教科書の導入などを行って環境の整備を
図るとともに、教職員の支援体制や児童生徒
のケアの充実につながる事業の推進を行って
いくことから拡充とする。

040203 幼児教育・高等教育などを推進する 教育総務課 満足 適正 拡充 5 1 1 2 9 拡充

高等教育の推進では、本市は国家戦略特区の
区域指定に伴う医学部の設置が国において認
められた。また、子ども子育て支援新制度に
よる幼児教育施策の充実も求められている。
施策としては拡大の方向であることから拡充
とする。

040301
市民が学び成果を活かすまちづくりを推進す
る

生涯学習課 やや過大 適正 継続実施 25 1 26 継続実施
市民が学び成果を生かすまちづくりを行うた
め、市民の学習意欲に対応した施策の展開や
施設の充実が継続的に必要である。

040302 スポーツを楽しむ健康都市づくりを推進する
生涯スポーツ
課

満足 適正 継続実施 17 1 1 1 20 継続実施

スポーツ健康都市として、市民がスポーツを
身近に体感・実践出来るよう、スポーツ活動
の普及や施設の充実を継続的に行う必要があ
る。

050101 災害などに強いまちをつくる 危機管理課 満足 適正 拡充 42 2 1 1 1 47 拡充

平成23年3月に東日本大震災、平成25年10月
台風26号、平成26年2月暴風雪等、本市にも
甚大な被害を及ぼした。今後、首都直下、南
海トラフ地震などM7クラスの大地震の発生が
懸念されるなか、災害対策基本法をはじめと
する、防災関連諸法令を準拠し、災害に備え
たまちづくりに積極的に取り組んでいく必要
がある。

050102 犯罪から市民を守る 交通防犯課 満足 適正 拡充 7 1 8 拡充

市民意識調査から、防犯体制の強化は他の施
策と比較し市民の高い期待度があらわれ、優
先順位の高い施策であるという結果が出てい
る。また、個人情報等の情報漏えい対策が急
務であり、情報セキュリティの更なる強化が
必要であるため、拡充とする。
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050103
交通安全、消費生活における安全対策を推進
する

交通防犯課 満足 適正 継続実施 9 9 継続実施

交通安全、消費生活における安全対策を推進
するため、交通安全に対する啓発活動や消費
生活における適切な情報提供等の施策を継続
的に実施していく必要がある。

050201 空港と共生する生活環境を整える 空港対策課 満足 適正 継続実施 16 16 継続実施

騒音地域に住み続ける方々が安心して生活で
きるよう、航空機の騒音により生じる障害の
軽減及び騒音地域住民の生活環境の保全・安
定を図るために、継続的な実施が必要な施策
である。

050202 空港周辺地域の振興を図る
空港地域振興
課

満足 適正 継続実施 6 6 継続実施
騒音問題への対策として騒音下住民の生活環
境の保全や地域振興策は不可欠であり、今後
も継続して実施する必要がある。

050301 自然環境にやさしい市民生活の推進に努める 環境計画課 満足 適正 拡充 4 1 5 拡充

平成27年度で終了を予定していた地球温暖化
対策事業の補助金について、平成28年度以降
も実施し、県が補助を行う限り市としても補
助を実施していくこととした。今後も太陽光
発電システムやその他の省エネルギー設備へ
の社会的ニーズの高まりなどを考え、より効
果的な施策の実施につなげるため拡充とす
る。

050302 安心で効率的な供給処理体制を整える 環境衛生課 満足 適正 継続実施 22 2 1 25 継続実施

総事業費は増加しており、事務事業評価が拡
大となっている事業もあるが、そのほとんど
が施設の修繕での事業費の増加となってい
る。また、市民満足度の結果も考慮し、現在
と同規模の施策展開を図るため、施策の方向
性としては継続実施とする。

050303 身近な道路などを整備し生活環境を整える 道路管理課 満足 適正 拡充 9 3 1 1 14 継続実施
道路や橋梁等の生活基盤については計画的な
整備を推進していくなど、継続した施策展開
が必要である。

050304 資源循環型社会構築に向けて取組む 環境計画課 満足 適正 継続実施 11 2 2 15 継続実施

ごみの減量化や再資源化により、資源循環型社会
の構築を行っていかなければならない。また、さ
らなる減量化や再資源化へ向けて、新清掃工場を
運営管理していく必要がある。
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050305 環境保全対策を充実させる 環境対策課 満足 適正 継続実施 4 4 継続実施

市民の環境に対するニーズは年々多様化して
きている。そんな中、現在の予算規模で市民
ニーズに対応できるよう、より効果的な施策
を展開していく必要があるため、施策の方向
性としては継続実施とする。

060101
人権が尊重され男女がともに参画する社会を
つくる

企画政策課 満足 適正 継続実施 5 1 6 継続実施

人権や男女共同参画などは、まだまだ社会に
根付いているとは言えない状況にある。国に
おいても成長戦略の一環として、女性の活躍
を重視していく方針を明らかにしており、男
女が共に社会に参画し、すべての人が住みや
すい地域社会を形成するためにも継続実施が
必要である。

060102 コミュニティ活動を活性化する 市民協働課 満足 適正 継続実施 6 1 7 継続実施

地域への関心の低下や人と人とのつながりの
希薄化が進んでいる中、地域力の醸成を図る
ためコミュニティ活動を活性化させるための
支援や地域と連携・協働を図れるような仕組
みづくりの検討を継続的に実施する必要があ
る。

060103 市民との協働の仕組みをつくる 企画政策課 満足 やや過大 継続実施 6 1 7 継続実施

平成26年6月には、市民と行政が協働に対し
て共通の認識を持つことを目的とした「成田
市協働推進の基本指針」を策定した。また、
次期総合計画においては、市民参画推進事業
として、市民の市政への参画を進めていくこ
ととしている。今後も、引き続き、市民との
協働の仕組み作りに取り組んでいく必要があ
る。

060201
市民満足度を重視した行政サービスの向上を
図る

企画政策課 満足 やや過大 改善 8 1 9 改善

毎年、産業、労働や介護など特定分野での満
足度が低く、行政評価自体の形骸化も見受け
られるので、実効的な制度確立に向け、施策
評価を中心とした評価制度への改善を図る。
各種職員研修を実施することにより、職員資
質の向上、能力開発、人材育成を図り、より
高度な市民サービスの提供、更なる市民満足
度の向上に努めていく。

060202 効率的・効果的な行政運営に努める 行政管理課 やや過大 やや過大 継続実施 96 3 2 2 3 106 継続実施

効率的、かつ、効果的な行政運営に努めるた
め各種取組を進めているが、職員定員が増え
ない中、市民のニーズは複雑化、多様化して
おり、今後、財政負担の増加も見込まれてい
る。積極的に民間活力を活かすとともに、更
なる業務改善による経費の節減や効率化を図
り、市民満足度の向上につながるサービスの
充実に努めていく必要がある。

060203 情報の共有化によるまちづくりを推進する 広報課 満足 やや過大 継続実施 8 8 拡充

行政と住民との協働によるまちづくりを進め
るためには、今後も引き続き市民の求めてい
る情報を的確に把握し、その情報提供に努め
ることが重要である。そこで、ケーブルテレ
ビの全市普及を目指して、まずは、騒音地域
において、視聴が可能となる方策の検討を進
めることとし、方向性として拡充とする。
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060204 広域的行政の効果的推進に努める 企画政策課 満足 適正 継続実施 1 1 拡充

今後も引き続き、効率的な行政運営を行うた
め、一部事務組合などとの役割分担や連携、
事業の適切な広域化を推進していく必要があ
る。 さらに、新たに地方創生に伴い、空港
周辺市町との広域連携による空港周辺の観光
振興を図ることとしたため、拡充とする。

555 35 6 19 6 3 19 12 655


